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1. 大正時代の人々が残してくれた緑のレガシー：明治神宮

冒頭から少し固い内容で恐縮だが、先人の思いを共有するために、まずは

この文書を読んで頂きたい。ちなみに、これは、大正時代、明治神宮奉賛会

（会長：公爵 徳川家達）が、明治神宮外苑を寄進する際に、宮司に対して宛

てたものである。

明治神宮奉賛会　「外苑将来の希望」

今や外苑全部を貴職（筆者注：明治神宮宮司）に引継ぐに方
あた

り、将来御注

意を請うべき条々左に申入置候 

（1）外苑は明治天皇及昭憲皇太后を記念し、明治神宮崇敬の信念を深厚なら

しめ、自然に国体上の精神を自覚せしむるの理念を基礎とし、一定の方針を

以て設計造営せられたるものなるを以て、今後、之が管理及維持修理上に於

いても常に右理想を失はざる様御注意あり度
たく

事

（2）外苑は ･･･（中略）･･･ 上野、浅草両公園の如きとは其性質を異にする

を以て、今後、外苑内には明治神宮に関係なき建物の造営を遠慮すべきは勿

論、広場を博覧会場等一時的使用するが如き事も無之様御注意あり度候

（アンダーラインは筆者による）（参考：越沢 2001）

戦前の文章なので、今の日本社会には沿わない表現があるかもしれないが、

今回そこは論点ではない。

重要なのは、アンダーラインを引いたところである。噛み砕いて言えば、「明
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治神宮外苑は民間（奉賛会）の手でしっかり目的を持って創った。それを寄

進するのであるから、後世の人もその方針に従って欲しい。神宮にそぐわな

い建物は今後建てて欲しくないし、苑内では閑静な風致を維持するためにイ

ベントさえ開催して欲しくない。」となろう。

先人が残してくれた遺産のことを、近年日本では「レガシー」と呼ぶこと

が多くなった。この言葉をそのまま借りれば、明治神宮は、「大正時代の人々

が明治時代に想いを馳せて、現代の私たちに残してくれた緑のレガシー」と

言うことができよう。

19 世紀の後半、世が江戸時代から明治時代に移るやいなや、日本では、

一気に近代化／西欧化が進んだ。明治時代は 45 年目に幕を引くこととなる

が、明治天皇、昭憲皇太后の棺が納められたのは、帝都東京ではなく、古都

となった京都の伏見桃山陵であった。その事実を受けて、東京でも明治を偲

ぶため、後世に残るシンボルをつくるべきだという声が高まり、神宮の造営

が計画されたのである。

そして、当時の南豊島御料地に内苑、青山練兵場に外苑を造成することが

決まり、内苑は和・伝統を重んじた佇まいに、外苑は洋・現代を取り入れた

佇まいにするように明確なコンセプトが定められた（表 1）。なお、今は首

都高速道路の高架に埋もれて見る影もないが、当時は両苑地を結ぶ内外苑連

絡道路も造られた。

内苑・外苑が造成されるまでは、南豊島御料地も青山練兵場も荒れ野のよ

うな光景が続いていたそうである。しかし、今では見事な緑が蘇り、自由に

出入りできる都心の貴重な憩いの場として、多くの人々に親しまれている。

表 1　明治神宮造営のコンセプト
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平成に生きる我々は、大正時代の人々が残してくれたレガシーのおかげで、

潤いのある森林文化を都会で享受することができるのである。

2. 2020 年の東京

ところで、2020 年は何の年だろうか？

多くの日本人は、「東京オリンピック・パラリンピック」の開催年だと答

えるだろう。もちろん正解である。2020 年には、オリンピックが 7 月 24

日から8月9日まで、パラリンピックは8月25日から9月6日までの期間で、

首都東京を中心に開催される。日本中を巻き込んで、盛大なスポーツの祭典

が繰り広げられるわけである。

東京でのオリンピック・パ

ラリンピックの開催は、2013

年 9 月にブエノスアイレスで

開催された国際オリンピック

委員会（IOC）総会で決定し、

日本は歓喜の輪に包まれた。

日本で行われる夏の大会は

1964 年の東京大会以来、実

に 56 年ぶりとなる。冬季を

含めると1972年の札幌大会、

1998 年の長野大会に続き 4

度目であり、21 世紀に入っ

てからは日本で初めて開催さ

れる大会となる。また、同じ

都市での 2 度目の開催はア

ジアでは初となる。日本人に

とって、2020 年は何をおい

ても東京オリンピック・パラ

リンピックが真っ先に頭に浮

かぶことについて、私も何の

写真 1　明治神宮は 2020 年に創建 100 年を迎える。
　　　 その年は東京オリンピック・パラリンピッ

クの開催年でもある（著者撮影）



134 トレンド・レビュー

異存もない。

しかし、2020 年は、実は「明治神宮創建 100 年」の記念すべき年でもあ

ることを忘れてはいけない。上述のとおり、明治神宮は、大正時代の人々が明

治時代に想いを馳せて造営した、近代日本を象徴するレガシーの聖地である。

その明治神宮が創建 100 年を迎えるのである。このことは明治神宮を参拝す

れば隠すことなく掲示されている事実であるし（写真 1）、そもそも 100 年

前から分かっていたことである。東京オリンピック・パラリンピックの開催

年も、明治神宮創建 100 年の記念すべき年も、奇しくも 2020 年なのである。

3. 新国立競技場建設を巡る問題

2020 年オリンピック・パラリンピックの開催を間近に控えて、現在外苑

の傍らにある国立競技場（正式名称は「国立霞ヶ丘競技場」）のリニューア

ル問題が、建築デザイン、施工費用、工期などの問題で、大きな物議を醸し

ている（槇 2013、槇・大野 2014、森 2014 など）。今、私は「外苑の傍ら」

と書いたが、実を言うと、国立競技場は、1956 年まで明治神宮外苑の一部

であり、「明治神宮外苑競技場」と名乗っていた（後藤 2013）。1964 年の東

京オリンピック招致に際し、土地が分割され、国に移管され、建て替えられ

たのが国立競技場である。そういう意味では、国立競技場は上述の「外苑将

来の希望」の対象地なのである。まさにその場所で、閑静な風致を揺るがす

大問題が、国民の多くを巻き込む形で生じてしまったわけである。

本稿を校正している 2015 年 12 月の時点では、旧国立競技場は既に解体

され（写真 2）、跡形もなく整地されている。しかしながら、新たな競技場

の建設はなかなか進んでいない。一旦デザインが採択されたザハ・ハディド

氏の設計案は白紙撤回され、コンペをやり直すこととなった。その結果、二

つのグループから新たなデザインが提出され、日本スポーツ振興センター

（JSC）の大東和美理事長は 2015 年 12 月 22 日午前、建築家の隈研吾氏が

設計し、大成建設などとともに提案したとされる案を採用することを政府の

関係閣僚会議（議長：遠藤利明五輪担当国務大臣）に報告し、安倍晋三首

相が了承した。このコンペのやり直しに伴い、2015 年のイングランド大会
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で日本人の大きな注目を浴びるようになった 2019 年に開催されるラグビー

ワールドカップ日本大会を新国立競技場で行うことは断念され、2020 年 7

月のオリンピックに供用するにはぎりぎりの 2019 年 11 月までの完成を目

指し予定が組み直されつつある。

新国立競技場の問題は 2015 年を通じて、マスコミに大きく取り扱われ続

けた。ところが、これだけのドタバタの中で、2020 年が明治神宮創建 100

年であるということについての議論がほとんど聞かれなかったのが、どうも

私には腑に落ちない。大正人が残した明治時代のレガシーを適切に維持保全

しながら、その上に 2020 年のオリンピック・レガシーを積み重ねていくこ

とが、何をさておいても重要であるはずではないだろうか。

明治神宮外苑は、何はさておき風致を保全することが大切な場所である。

現に、我が国の都市計画法における「風致地区」第 1 号は明治神宮周辺地

区である（1926 年指定）。風致地区には、通常高さ 20m 以上の建造物は建

てることができない。そのような場所にありながら、旧国立競技場でさえ高

さが約 30m（照明灯を考えると約 52m）もあり、来訪者に景観的な圧迫感

をやや与える状況にあった。それが、ザハ・ハディド氏の設計案では旧競技

写真 2　解体作業中の国立競技場（著者撮影）
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場をはるかに超える約 70m の巨大な建造物が建築されようとしていたので

ある。念のため、70m のデザイン案を提出したことの非はザハ・ハディド

氏にはない。事前にこの地域の地区計画が 70m までの建物を建築可能なよ

うに変更されており、ザハ・ハディド氏はその規定を遵守したに過ぎないの

である。なお、最終的に採用された隈研吾氏と大成建設らのデザイン案では、

高さが 49.2m とされている。デザイン的にも神宮外苑との調和が協調され

ているとともに、高さ的にも圧迫感が薄れたのは事実である。このデザイン

が、明治神宮の景観を損なわない、更に言えば新たな風致の創出に貢献する

ことを願うのみである。

4. 明治神宮内苑・外苑とは

内苑は、100 年前、荒涼とした御料地に、日本各地から献木された約 10

万本の木々を、人の手で計画的に植樹することによって創られた人工の森で

ある（松井ほか 1992、今泉 2013）。当時から、まさに 100 年後を見据えて

森林の変化を予測したうえで、植栽計画が組み立てられた。それが今では、

威風堂々とした和風の樹林に成長したのである（写真 3）。

一方、外苑は洋風の庭園様式や欧米的なスポーツ空間、欧風建築を導入し

た近代的な造形を誇り、特に絵画館前のイチョウ並木の美しさには定評があ

る（写真 4）。

つまり、表 1 に示したとおり、和・伝統の「内苑」、洋・現代の「外苑」

という対比的な空間構成によって、日本古来の伝統と、近代日本の象徴との

コントラストをなしていることが大きな特徴である。そして内苑も外苑も、

日本の文化と近代化を内外に伝えるためのレガシーとして、老若男女が季節

を問わず、様々な目的で訪れて憩うような、今の都心に欠かせない場所となっ

たのである。

さて、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを巡って今起きてい

る各種問題と関わりが深いのは外苑の方である。外苑は、幾度かの計画変

更を経て創建 6 年後の 1926 年に最終的に全体が完成した。上述のとおり、

1926 年の時点で、既に外苑には近代スポーツの象徴として陸上競技場や野

球場等の施設が組み込まれていた。ただし、これらのスポーツ施設はお祭り



137明治神宮のレガシーと東京オリンピック・パラリンピック

写真 3　明治神宮内苑の参道（著者撮影）

写真 4　神宮外苑絵画館前のイチョウ並木（著者撮影）
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騒ぎを想定したものではなかった。あくまでも神宮の苑地という閑静かつ神

聖な風致的空間の中で競技を行うことが前提とされていた。

また、外苑中央の絵画館前にある大芝生地を核として、中央の緑量は薄く

し、同心円状にだんだん緑を濃くしていき、外周植栽は濃密な森林を配置す

るというデザイン構成がとられた。今のように、外周付近でスポーツ施設が

派手に出しゃばることは想定されていなかった。

加えて言えば、中央の大芝生地も本来は近代ドイツ式のもので、人が立ち

入ることを前提としない鑑賞用の芝地であった。しかし、第二次世界大戦直

後の米軍接収などの経緯を経て、今ではこの芝生空間も野球場と化してし

まった。現在ここで野球を楽しむ人たちに悪意はなかろうが、結果的には近

代日本の閑静な風致を維持したいという大正人の希望を反故にしている実態

は動かしがたい。

つまり、明治神宮外苑の風致は、スポーツ施設に「庇を貸して母屋を取ら

れる」状況に陥り、閑静な空間が消滅に向かっているのである。

5. オリンピック・レガシーとは？

明治神宮に対して大正人が 100 年前に希求した「明治時代のレガシー」が、

新国立競技場などの建設によって損なわれかねない状況にあること、そして、

その状況がスポーツ関係者の間にも、森林文化に興味がある人の間にもシェ

アされていないことを述べてきた。そのような中で、現在の明治神宮は外苑

地区においてレガシー存続の危機に陥っている。この状況を看過してよいの

だろうか。

実のところ、レガシーを残すことの大切さについては、IOC 自身が東京に

対し、2020 年オリンピック・パラリンピックを開催するにあたって、強く

求めている事項の一つなのである。

IOC の「Olympic Legacy 2013」によると、オリンピック・レガシーとは「開

催都市に残され得る、スポーツ、社会的、経済的、環境的な利益で、開会式

前に経験されるものもあれば、大会終了後、数年が経っても目に見えない可

能性もあるもの」とされている。

そして、オリンピック・レガシーの五つの性質として、
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（１）スポーツレガシー

　（大会後も利用されるスポーツ施設、スポーツ参加人口の増加、競技力向上）

（２）社会レガシー

　（文化・歴史・生活様式の PR、誇りや社会的平等、教育、ボランティア、

官民協力）

（３）環境レガシー

　（公園や緑化スペース、都市再生、持続可能性）

（４）都市レガシー

　（産業荒廃地等の都市再開発、景観整備、公共交通インフラ）

（５）経済レガシー

　（経済向上、企業力、周辺経済効果、雇用、観光客の増加／観光産業の発達）

を挙げている。

更に、オリンピック・レガシーはポジティブな側面だけではなくネガティ

ブな側面もあり、計画的に残せるものもあれば偶発的に残るものもあるとさ

れている。また、目に見える有形のものも、目に見えない無形のものもある

ので、オリンピック・レガシーの概念はサイコロのキューブのように表すこ

とができると言われている。それを我々はレガシーキューブと呼んでいる（図

1）。

このレガシーキューブに沿って言えば、新たな国立競技場は色塗りで示し

た部分、つまり「計画的で

有形、かつポジティブ」な

レガシーとして後世に残さ

なければいけないはずであ

る。それが現在、「計画的

で有形だがネガティブ」な

レガシーになりかねない点

が問題視されたのである。

加えて、意図せぬ財政的な

追加負担が生じれば、「偶

発的で無形、そしてネガ 図 1　レガシーキューブの概念図（参考　間野 2013）
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ティブ」なレガシーを後世に残しかねないと懸念されている。

6. レガシーの残し方

現在我々は、大正人が残してくれた「計画的で有形、かつポジティブ」な

緑のレガシー、明治神宮の恩恵を東京で享受している。2020 年のオリンピッ

ク・パラリンピックを迎えるにあたって我々は、この緑のレガシーに輪をか

けて有意義なレガシーを更に積み重ね、心豊かな環境でスポーツに励むこと

のできる東京へと発展させる責務がある。それこそが、これから我々が考え

ていかねばならない重要な課題であろう。

そのことを考えるために、本稿では1964年の東京オリンピックを振り返っ

てみたい。1964 年の東京オリンピックでは、日本の高度成長や技術立国化

という点で、例えば東海道新幹線や首都高速道路が開通し、「計画的で有形、

かつポジティブ」なレガシーが蓄積された。しかしながら、その陰で、日本

橋が首都高の高架に隠れ、堀割が埋められるなど、江戸時代の伝統文化が、

かき消されてしまった。国際的なメガイベントを開催するに当たっては、ポ

ジティブなレガシーだけではなくネガティブなレガシーが、ジレンマとして

どうしても同時に生じてしまうことが多い。その点は致し方ないのであるが、

それに妥協せず後世に残るポジティブな緑のレガシーを、一つでも多く未来

の東京に残していきたいものである。

森林に関して言えば、1964 年の東京オリンピックで、「計画的かつ有形、

ポジティブ」なレガシーが残せたのだという好例があるので紹介したい。そ

れはオリンピック期間中には選手村として利用され、その後公園に転用され

た「代々木公園」である。以下が、代々木公園を設計するコンペを行った際

に提示された募集要項（抜粋）である。

「東京都市計画代々木公園は、オリンピック東京大会後は、東京都唯一の森

林公園として造成される。この地域は渋谷副都心と新宿副都心との中間に位

置し、明治神宮内苑とともに極めて重要な区域である、従ってより良い公園

に造成するため、その計画設計を懸賞募集するものである。」 

（アンダーラインは筆者による）（参考：相川・布施 1981）



141明治神宮のレガシーと東京オリンピック・パラリンピック

アンダーラインで示したとおり、代々木公園のコンペは、募集前からしっ

かりと、「森厳な明治神宮内苑に寄り添う森林公園」というコンセプトが練

られていた。つまり、明治神宮内苑の森と相まって樹林を形成させ、風致に

配慮することがしっかり明記されていた。

今では、代々木公園は大規模緑地の少ない東京にとって貴重な緑のレガ

シーとなった。閑静な風致に包まれた神宮内苑の森の傍らで、代々木公園が

人々の賑わいを引き受ける役割を果たし、多くの人々に活用されている事実

に異論はなかろう。このような緑のレガシーを積み重ね、後世に繋げること

で、大都市東京でも森林との関わりが育まれ、豊かな森林文化が国民に定着

していくのではないだろうか。
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